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生命のにぎわいとつながり

１０月も後半に入り、各地でモズの高鳴きが聞かれるようになりました。生命のにぎわい調査団の団員から
も、生物多様性センターに報告が寄せられております。
本号では、磯の生きものから見た千葉県の生物多様性について紹介します。また、ビオトープ実地講座の
開催結果や生物多様性に関する市町村職員研修会の開催結果についても報告します。
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１　磯の生きものから見た千葉県の生物多様性

２　ビオトープ実地講座を開催

３　生物多様性に関する市町村職員研修会を開催
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磯の岩の上に、多様な海藻がひしめきあっています。

わずかな高さの違いが生物の顔ぶれに大きな影響を
与えます。陸上では数十～数百ｍの標高の違いによ
る環境の変化に伴い生物相が変化しますが、海岸で
はその変化が数十cmの高さに詰め込まれているので
す。
また、細かな場所の違いによって波当りの強さが
変わり、生物のくらしに影響を与えています。潮汐と
波の影響で、高くて波が強い場所や低くて穏やかな
場所など、海岸には狭い範囲に多彩な環境が作り出
されます。このことが、海岸に多様な生物を育む要
因の一つです。磯では海藻やフジツボ等の生物を見
ることで、高さによって生物の顔ぶれが変わる様子が
一目で分かります。このような分布は「帯状分布」と
よばれています。

潮間帯の帯状分布。高さによって異なる生物がくらしています。

次に、磯と他の海岸の違いを見てみましょう。砂
浜や干潟では、砂や泥が水の力で絶えず動いている
のに対し、磯の岩場は安定しています。このため、
岩に固着する生物がくらしやすくなります。土に根を
張って体を支える陸上植物と異なり、海藻は岩などの
丈夫な基質に付着しています。安定した付着場所が
ある磯は、海藻にとって絶好の場所で、春先の千葉
県の磯は一面の海藻で覆われています。
また、動物の中にもフジツボ類やイガイ類、カイメ
ンやホヤの仲間など、付着生活を送るものがいます。
海藻や付着性の動物たちがいることで、これらを食
べる他の動物がくらせるようになります。さらに、海
藻の茂みや付着動物の間隙は、小さな生物のすみか
になります。磯の丈夫な岩場が付着生物を支えるこ
とで、さらに多くの生物がくらせるようになっている
のです。

岩の表面には、貝やフジツボがたくさんくらしています。

護岸されたコンクリート壁はどうでしょう。人工の
護岸は丈夫ではありますが平面的です。これに対し、
磯の岩場を細かく見ると大小の凹凸があり、とても
複雑な形をしています。このため、実際に生物が利
用できる表面積がずっと多くなります。加えて、岩の
割れ目やくぼみ、転がっている石の裏などは、生物
にとってよい隠れ家になります。地形が複雑であるこ
とによって、多くの生物がくらしやすくなっているの
です。

磯の生物を調べる
このように生命の豊かな磯ですが、その調査は充
分に進んでいるとはいえません。多彩な環境に多様
な生物がいることが、調べることを難しくしているの
です。海の生物は分類学的な研究が進んでいないも
のも多く、名前さえはっきりしていない生物がまだま
だいます。そうでなくとも、多岐にわたる磯の生物を
何でも知っているという人はなかなかいません。磯で
は見つかった生物の名前を調べるだけで一苦労なの
です。また、環境が多様で地形が複雑なために、通
常行われるような定量的な調査が困難になるという
事情もあります。
同じ海岸でも、干潟は貴重な環境として人々の関
心も高く、市民の方々が参加する調査も多く行われ
ており、調査手法も確立されています。磯でも、ど
んな生物がどれだけいて、その顔ぶれがどう変化し
ているか、といった生態学的な調査をより進めていく
ことが重要です。磯の生物多様性を守るためにも、
より多くの人々に、磯の生物に興味を持ってもらえれ
ばと思います。

（村田　明久　千葉県生物多様性センター )

千葉県の磯
千葉県は三方を海に囲まれ、暖かい黒潮と冷たい
親潮の影響を受けています。千葉県の多様な海と出
合うことができる場所が海岸です。長大な九十九里
浜や屏風ヶ浦の断崖、東京湾奥部の護岸された港湾
など、千葉県には色々な姿の海岸があります。その中
でも、主に岩で形作られた海岸が「磯」です。磯の地
形は波の力や地殻変動によって形作られており、平ら
な岩場が広がっていたり、大きな石がゴロゴロ転がっ
ていたり、切り立った崖があったり、その地形は様々
です。また、波が強く打ち付ける磯もあれば、穏やか
な磯もあり、場所によって異なる表情を見せています。
魚、ホヤ、ヒトデ、カニ、貝、ゴカイ、イソギンチャ
ク、カイメン、色とりどりの海藻等々、磯にはとても
多様な生物がくらしています。黒潮の影響をうける千
葉県南部ではサンゴやチョウチョウウオの仲間等の
暖かい海の生物が見られ、親潮の影響を受ける銚子
の磯では、マツモやチシマフジツボなど千葉県を分
布の南限とする北方系の生物がくらしています。干潟
や砂浜といった他の海岸環境と比べ、磯で見られる
生物の種類はとても多様です。陸上も含めた他の
様々な環境の中でも、生物多様性が高い環境の一つ
だといわれています。なぜ、磯では多様な生物がくら
すことができるのでしょうか。

磯の生物多様性の秘密
まず、海岸がどのような場所なのか見てみましょう。
海岸は海と陸が接する場所です。海には潮の満ち引
きがあるために、干潮時には陸上になって満潮時に
は水没する「潮間帯」とよばれる区域が形作られます。
潮間帯では、高い場所ほど干出する時間が長くなり、
低い場所ほど干出しにくくなります。海の生物にとっ
ては、干出してしまうことはとても大きな問題なので、

千葉県自然保護課では、「ビオトープ実地講座」を
行っています。これまで対象としていた学校ビオトー
プのほかに、企業の敷地内のビオトープや市民団体
による保全場所にまで範囲を拡げて、ビオトープの
整備や維持管理に携わる方々を対象とし、ビオトープ
立ち上げ後によく生じる問題点への対処法や、円滑
な管理方法についての講演のほか、実際にビオトープ
を維持管理している担当者の解説を交えてのビオトー
プ見学などを行っています。
今年度は、7月30日に市川市立市川自然博物館及
び市川市動植物園自然観察園で開催し、53名（教員
22名、企業4名、市町村等6名、市民団体19名、そ
の他2名）が参加されました。
前半は公益財団法人 日本生態系協会教育研究セン
ター長の田邊龍太氏に「ビオトープ維持管理上の問
題と解決方法」の題で御講演いただきました。全くの
初心者からビオトープにすでに関わっている方までを
視野に入れた大変分かりやすいお話で、講演後の質
疑も大変活発でした。
後半は市川自然博物館学芸員の金子謙一氏に市川
市動植物園自然観察園をご案内いただきました。当園
はこの地にもともとあった谷津の自然を生かして整備
されたもので、金子氏はその維持管理に長年携わって
こられた方です。その経験に基づいた野外での解説
は、大変分かりやすく、また現場で作業している方な
らではの説得力があり、大変興味深いものでした。

講演の様子

（萩野　康則　千葉県生物多様性センター）
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生物多様性に関する市町村職員研修会を８月２６日
（火）に県立中央博物館にて開催し、４２名の参加が
ありました。
生物多様性の保全・再生及び持続可能な利用の推
進にあたっては、まちづくりの主体である市町村によ
る施策展開が必要不可欠です。
午前は、カミツキガメ対策と課題などについて生物
多様性センター職員から説明後、カミツキガメを捕獲
する際の注意点や他のカメとの見分け方について、
実際にカメの個体を用いて研修を行いました。
午後は、同センター職員からの生物多様性地域戦
略策定についての説明に続いて、野田市みどりと水
のまちづくり課坂田守利氏、及びいすみ市農林水産
課布留川毅氏から、コウノトリをまちづくりのシンボ
ルとした地域戦略策定に向けた取組についてお話し
いただきました。
また、希少野生生物対策や外来生物対策について
も同センター職員から説明し、アレチウリやオオキン
ケイギクの防除に積極的に取り組んでいる銚子市生
活環境課房山和弘氏及び田向貴史氏から、市民や環
境保全活動団体と協力して行っている駆除活動につ
いてご紹介いただきました。

カミツキガメの取扱講習

（峰間　絢子　千葉県環境生活部自然保護課）
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わずかな高さの違いが生物の顔ぶれに大きな影響を
与えます。陸上では数十～数百ｍの標高の違いによ
る環境の変化に伴い生物相が変化しますが、海岸で
はその変化が数十cmの高さに詰め込まれているので
す。
また、細かな場所の違いによって波当りの強さが
変わり、生物のくらしに影響を与えています。潮汐と
波の影響で、高くて波が強い場所や低くて穏やかな
場所など、海岸には狭い範囲に多彩な環境が作り出
されます。このことが、海岸に多様な生物を育む要
因の一つです。磯では海藻やフジツボ等の生物を見
ることで、高さによって生物の顔ぶれが変わる様子が
一目で分かります。このような分布は「帯状分布」と
よばれています。

潮間帯の帯状分布。高さによって異なる生物がくらしています。

次に、磯と他の海岸の違いを見てみましょう。砂
浜や干潟では、砂や泥が水の力で絶えず動いている
のに対し、磯の岩場は安定しています。このため、
岩に固着する生物がくらしやすくなります。土に根を
張って体を支える陸上植物と異なり、海藻は岩などの
丈夫な基質に付着しています。安定した付着場所が
ある磯は、海藻にとって絶好の場所で、春先の千葉
県の磯は一面の海藻で覆われています。
また、動物の中にもフジツボ類やイガイ類、カイメ
ンやホヤの仲間など、付着生活を送るものがいます。
海藻や付着性の動物たちがいることで、これらを食
べる他の動物がくらせるようになります。さらに、海
藻の茂みや付着動物の間隙は、小さな生物のすみか
になります。磯の丈夫な岩場が付着生物を支えるこ
とで、さらに多くの生物がくらせるようになっている
のです。

岩の表面には、貝やフジツボがたくさんくらしています。

護岸されたコンクリート壁はどうでしょう。人工の
護岸は丈夫ではありますが平面的です。これに対し、
磯の岩場を細かく見ると大小の凹凸があり、とても
複雑な形をしています。このため、実際に生物が利
用できる表面積がずっと多くなります。加えて、岩の
割れ目やくぼみ、転がっている石の裏などは、生物
にとってよい隠れ家になります。地形が複雑であるこ
とによって、多くの生物がくらしやすくなっているの
です。

磯の生物を調べる
このように生命の豊かな磯ですが、その調査は充
分に進んでいるとはいえません。多彩な環境に多様
な生物がいることが、調べることを難しくしているの
です。海の生物は分類学的な研究が進んでいないも
のも多く、名前さえはっきりしていない生物がまだま
だいます。そうでなくとも、多岐にわたる磯の生物を
何でも知っているという人はなかなかいません。磯で
は見つかった生物の名前を調べるだけで一苦労なの
です。また、環境が多様で地形が複雑なために、通
常行われるような定量的な調査が困難になるという
事情もあります。
同じ海岸でも、干潟は貴重な環境として人々の関
心も高く、市民の方々が参加する調査も多く行われ
ており、調査手法も確立されています。磯でも、ど
んな生物がどれだけいて、その顔ぶれがどう変化し
ているか、といった生態学的な調査をより進めていく
ことが重要です。磯の生物多様性を守るためにも、
より多くの人々に、磯の生物に興味を持ってもらえれ
ばと思います。

（村田　明久　千葉県生物多様性センター )
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な岩場が広がっていたり、大きな石がゴロゴロ転がっ
ていたり、切り立った崖があったり、その地形は様々
です。また、波が強く打ち付ける磯もあれば、穏やか
な磯もあり、場所によって異なる表情を見せています。
魚、ホヤ、ヒトデ、カニ、貝、ゴカイ、イソギンチャ
ク、カイメン、色とりどりの海藻等々、磯にはとても
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すことができるのでしょうか。
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海岸は海と陸が接する場所です。海には潮の満ち引
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ては、干出してしまうことはとても大きな問題なので、

千葉県自然保護課では、「ビオトープ実地講座」を
行っています。これまで対象としていた学校ビオトー
プのほかに、企業の敷地内のビオトープや市民団体
による保全場所にまで範囲を拡げて、ビオトープの
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こられた方です。その経験に基づいた野外での解説
は、大変分かりやすく、また現場で作業している方な
らではの説得力があり、大変興味深いものでした。
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（火）に県立中央博物館にて開催し、４２名の参加が
ありました。
生物多様性の保全・再生及び持続可能な利用の推
進にあたっては、まちづくりの主体である市町村によ
る施策展開が必要不可欠です。
午前は、カミツキガメ対策と課題などについて生物
多様性センター職員から説明後、カミツキガメを捕獲
する際の注意点や他のカメとの見分け方について、
実際にカメの個体を用いて研修を行いました。
午後は、同センター職員からの生物多様性地域戦
略策定についての説明に続いて、野田市みどりと水
のまちづくり課坂田守利氏、及びいすみ市農林水産
課布留川毅氏から、コウノトリをまちづくりのシンボ
ルとした地域戦略策定に向けた取組についてお話し
いただきました。
また、希少野生生物対策や外来生物対策について
も同センター職員から説明し、アレチウリやオオキン
ケイギクの防除に積極的に取り組んでいる銚子市生
活環境課房山和弘氏及び田向貴史氏から、市民や環
境保全活動団体と協力して行っている駆除活動につ
いてご紹介いただきました。

カミツキガメの取扱講習

（峰間　絢子　千葉県環境生活部自然保護課）

千葉県立中央博物館分館海の博物館前の磯（勝浦市）。
崖の下に平らな磯が広がっています。

かんしゅつ
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わずかな高さの違いが生物の顔ぶれに大きな影響を
与えます。陸上では数十～数百ｍの標高の違いによ
る環境の変化に伴い生物相が変化しますが、海岸で
はその変化が数十cmの高さに詰め込まれているので
す。
また、細かな場所の違いによって波当りの強さが
変わり、生物のくらしに影響を与えています。潮汐と
波の影響で、高くて波が強い場所や低くて穏やかな
場所など、海岸には狭い範囲に多彩な環境が作り出
されます。このことが、海岸に多様な生物を育む要
因の一つです。磯では海藻やフジツボ等の生物を見
ることで、高さによって生物の顔ぶれが変わる様子が
一目で分かります。このような分布は「帯状分布」と
よばれています。

潮間帯の帯状分布。高さによって異なる生物がくらしています。

次に、磯と他の海岸の違いを見てみましょう。砂
浜や干潟では、砂や泥が水の力で絶えず動いている
のに対し、磯の岩場は安定しています。このため、
岩に固着する生物がくらしやすくなります。土に根を
張って体を支える陸上植物と異なり、海藻は岩などの
丈夫な基質に付着しています。安定した付着場所が
ある磯は、海藻にとって絶好の場所で、春先の千葉
県の磯は一面の海藻で覆われています。
また、動物の中にもフジツボ類やイガイ類、カイメ
ンやホヤの仲間など、付着生活を送るものがいます。
海藻や付着性の動物たちがいることで、これらを食
べる他の動物がくらせるようになります。さらに、海
藻の茂みや付着動物の間隙は、小さな生物のすみか
になります。磯の丈夫な岩場が付着生物を支えるこ
とで、さらに多くの生物がくらせるようになっている
のです。

岩の表面には、貝やフジツボがたくさんくらしています。

護岸されたコンクリート壁はどうでしょう。人工の
護岸は丈夫ではありますが平面的です。これに対し、
磯の岩場を細かく見ると大小の凹凸があり、とても
複雑な形をしています。このため、実際に生物が利
用できる表面積がずっと多くなります。加えて、岩の
割れ目やくぼみ、転がっている石の裏などは、生物
にとってよい隠れ家になります。地形が複雑であるこ
とによって、多くの生物がくらしやすくなっているの
です。

磯の生物を調べる
このように生命の豊かな磯ですが、その調査は充
分に進んでいるとはいえません。多彩な環境に多様
な生物がいることが、調べることを難しくしているの
です。海の生物は分類学的な研究が進んでいないも
のも多く、名前さえはっきりしていない生物がまだま
だいます。そうでなくとも、多岐にわたる磯の生物を
何でも知っているという人はなかなかいません。磯で
は見つかった生物の名前を調べるだけで一苦労なの
です。また、環境が多様で地形が複雑なために、通
常行われるような定量的な調査が困難になるという
事情もあります。
同じ海岸でも、干潟は貴重な環境として人々の関
心も高く、市民の方々が参加する調査も多く行われ
ており、調査手法も確立されています。磯でも、ど
んな生物がどれだけいて、その顔ぶれがどう変化し
ているか、といった生態学的な調査をより進めていく
ことが重要です。磯の生物多様性を守るためにも、
より多くの人々に、磯の生物に興味を持ってもらえれ
ばと思います。

（村田　明久　千葉県生物多様性センター )

千葉県の磯
千葉県は三方を海に囲まれ、暖かい黒潮と冷たい
親潮の影響を受けています。千葉県の多様な海と出
合うことができる場所が海岸です。長大な九十九里
浜や屏風ヶ浦の断崖、東京湾奥部の護岸された港湾
など、千葉県には色々な姿の海岸があります。その中
でも、主に岩で形作られた海岸が「磯」です。磯の地
形は波の力や地殻変動によって形作られており、平ら
な岩場が広がっていたり、大きな石がゴロゴロ転がっ
ていたり、切り立った崖があったり、その地形は様々
です。また、波が強く打ち付ける磯もあれば、穏やか
な磯もあり、場所によって異なる表情を見せています。
魚、ホヤ、ヒトデ、カニ、貝、ゴカイ、イソギンチャ
ク、カイメン、色とりどりの海藻等々、磯にはとても
多様な生物がくらしています。黒潮の影響をうける千
葉県南部ではサンゴやチョウチョウウオの仲間等の
暖かい海の生物が見られ、親潮の影響を受ける銚子
の磯では、マツモやチシマフジツボなど千葉県を分
布の南限とする北方系の生物がくらしています。干潟
や砂浜といった他の海岸環境と比べ、磯で見られる
生物の種類はとても多様です。陸上も含めた他の
様々な環境の中でも、生物多様性が高い環境の一つ
だといわれています。なぜ、磯では多様な生物がくら
すことができるのでしょうか。

磯の生物多様性の秘密
まず、海岸がどのような場所なのか見てみましょう。
海岸は海と陸が接する場所です。海には潮の満ち引
きがあるために、干潮時には陸上になって満潮時に
は水没する「潮間帯」とよばれる区域が形作られます。
潮間帯では、高い場所ほど干出する時間が長くなり、
低い場所ほど干出しにくくなります。海の生物にとっ
ては、干出してしまうことはとても大きな問題なので、

千葉県自然保護課では、「ビオトープ実地講座」を
行っています。これまで対象としていた学校ビオトー
プのほかに、企業の敷地内のビオトープや市民団体
による保全場所にまで範囲を拡げて、ビオトープの
整備や維持管理に携わる方々を対象とし、ビオトープ
立ち上げ後によく生じる問題点への対処法や、円滑
な管理方法についての講演のほか、実際にビオトープ
を維持管理している担当者の解説を交えてのビオトー
プ見学などを行っています。
今年度は、7月30日に市川市立市川自然博物館及
び市川市動植物園自然観察園で開催し、53名（教員
22名、企業4名、市町村等6名、市民団体19名、そ
の他2名）が参加されました。
前半は公益財団法人 日本生態系協会教育研究セン
ター長の田邊龍太氏に「ビオトープ維持管理上の問
題と解決方法」の題で御講演いただきました。全くの
初心者からビオトープにすでに関わっている方までを
視野に入れた大変分かりやすいお話で、講演後の質
疑も大変活発でした。
後半は市川自然博物館学芸員の金子謙一氏に市川
市動植物園自然観察園をご案内いただきました。当園
はこの地にもともとあった谷津の自然を生かして整備
されたもので、金子氏はその維持管理に長年携わって
こられた方です。その経験に基づいた野外での解説
は、大変分かりやすく、また現場で作業している方な
らではの説得力があり、大変興味深いものでした。

講演の様子

（萩野　康則　千葉県生物多様性センター）

ビオトープ実地講座を開催ビオトープ実地講座を開催

生物多様性に関する市町村職員研修会を８月２６日
（火）に県立中央博物館にて開催し、４２名の参加が
ありました。
生物多様性の保全・再生及び持続可能な利用の推
進にあたっては、まちづくりの主体である市町村によ
る施策展開が必要不可欠です。
午前は、カミツキガメ対策と課題などについて生物
多様性センター職員から説明後、カミツキガメを捕獲
する際の注意点や他のカメとの見分け方について、
実際にカメの個体を用いて研修を行いました。
午後は、同センター職員からの生物多様性地域戦
略策定についての説明に続いて、野田市みどりと水
のまちづくり課坂田守利氏、及びいすみ市農林水産
課布留川毅氏から、コウノトリをまちづくりのシンボ
ルとした地域戦略策定に向けた取組についてお話し
いただきました。
また、希少野生生物対策や外来生物対策について
も同センター職員から説明し、アレチウリやオオキン
ケイギクの防除に積極的に取り組んでいる銚子市生
活環境課房山和弘氏及び田向貴史氏から、市民や環
境保全活動団体と協力して行っている駆除活動につ
いてご紹介いただきました。

カミツキガメの取扱講習

（峰間　絢子　千葉県環境生活部自然保護課）
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日本固有種。体は頑丈で、足が短く背中に大小の隆起
をもち、分泌液には毒成分を含みます。がまの油売りや
庭先におかれる陶器など、なじみ深いカエルで、かつて
は県全域に分布し、3～ 4月の繁殖期には多数が集まっ
て産卵していました。1つの産卵池に数十匹が集まりメ
スを争う様子は、蛙合戦と呼ばれています。この時期の
オスは他のオスに捕まると“グーグー”と鳴き（リリース・
コールといいます）、「メスじゃないよ」と合図します。魚
であっても調査員の長靴であっても抱きつかれたら最
後、鳴かないものはしばらく解放してもらえません。
また彼らは、時には１km以上に及ぶ距離を歩いて、毎
年決まった産卵池まで移動するそうです。ただし、にぎ
やかな蛙合戦の季節でも、昼間に水の中でその姿を見る
ことは稀です。実は毎晩彼らは陸に帰っているのです。
普段の不動の姿勢からは想像しにくいのですが、一晩実
際に追跡してみたところ数百ｍもの距離を通っていたこ
ともありました。
かつては都市部でもよく見られた生き物ですが、食べ
物があり、冬眠でき、産卵池があり、その全てを歩いて
巡れることのできる場所は年々限られてきています。車
に轢かれてしまう例も多く、気づくと姿を見られなく
なってしまった生き物なのです。
馬ならぬ蛙肥ゆる秋を経て、『山椒魚』の井伏鱒二氏の

表現を借りれば、“生物から鉱物にかわる”冬眠の季節を
まもなく迎えます。春にはまた、少し気むずかしげなそ
の姿を見せて欲しい隣人です。

＜もっと詳しく知りたい方に＞
奥野良之助　(1985) 日本生態学会誌 35:357-363
前田憲男•松井正文　(1989)『日本カエル図鑑』
　(文一総合出版) 14-19
矢野 亮 (1978) 自然教育園報告 8:107-119

（小野　知樹　千葉県生物多様性センター）

千 葉 県 の 希 少 種
アズマヒキガエル（ヒキガエル科）
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る環境の変化に伴い生物相が変化しますが、海岸で
はその変化が数十cmの高さに詰め込まれているので
す。
また、細かな場所の違いによって波当りの強さが
変わり、生物のくらしに影響を与えています。潮汐と
波の影響で、高くて波が強い場所や低くて穏やかな
場所など、海岸には狭い範囲に多彩な環境が作り出
されます。このことが、海岸に多様な生物を育む要
因の一つです。磯では海藻やフジツボ等の生物を見
ることで、高さによって生物の顔ぶれが変わる様子が
一目で分かります。このような分布は「帯状分布」と
よばれています。

潮間帯の帯状分布。高さによって異なる生物がくらしています。

次に、磯と他の海岸の違いを見てみましょう。砂
浜や干潟では、砂や泥が水の力で絶えず動いている
のに対し、磯の岩場は安定しています。このため、
岩に固着する生物がくらしやすくなります。土に根を
張って体を支える陸上植物と異なり、海藻は岩などの
丈夫な基質に付着しています。安定した付着場所が
ある磯は、海藻にとって絶好の場所で、春先の千葉
県の磯は一面の海藻で覆われています。
また、動物の中にもフジツボ類やイガイ類、カイメ
ンやホヤの仲間など、付着生活を送るものがいます。
海藻や付着性の動物たちがいることで、これらを食
べる他の動物がくらせるようになります。さらに、海
藻の茂みや付着動物の間隙は、小さな生物のすみか
になります。磯の丈夫な岩場が付着生物を支えるこ
とで、さらに多くの生物がくらせるようになっている
のです。

岩の表面には、貝やフジツボがたくさんくらしています。

護岸されたコンクリート壁はどうでしょう。人工の
護岸は丈夫ではありますが平面的です。これに対し、
磯の岩場を細かく見ると大小の凹凸があり、とても
複雑な形をしています。このため、実際に生物が利
用できる表面積がずっと多くなります。加えて、岩の
割れ目やくぼみ、転がっている石の裏などは、生物
にとってよい隠れ家になります。地形が複雑であるこ
とによって、多くの生物がくらしやすくなっているの
です。

磯の生物を調べる
このように生命の豊かな磯ですが、その調査は充
分に進んでいるとはいえません。多彩な環境に多様
な生物がいることが、調べることを難しくしているの
です。海の生物は分類学的な研究が進んでいないも
のも多く、名前さえはっきりしていない生物がまだま
だいます。そうでなくとも、多岐にわたる磯の生物を
何でも知っているという人はなかなかいません。磯で
は見つかった生物の名前を調べるだけで一苦労なの
です。また、環境が多様で地形が複雑なために、通
常行われるような定量的な調査が困難になるという
事情もあります。
同じ海岸でも、干潟は貴重な環境として人々の関
心も高く、市民の方々が参加する調査も多く行われ
ており、調査手法も確立されています。磯でも、ど
んな生物がどれだけいて、その顔ぶれがどう変化し
ているか、といった生態学的な調査をより進めていく
ことが重要です。磯の生物多様性を守るためにも、
より多くの人々に、磯の生物に興味を持ってもらえれ
ばと思います。

（村田　明久　千葉県生物多様性センター )

千葉県の磯
千葉県は三方を海に囲まれ、暖かい黒潮と冷たい
親潮の影響を受けています。千葉県の多様な海と出
合うことができる場所が海岸です。長大な九十九里
浜や屏風ヶ浦の断崖、東京湾奥部の護岸された港湾
など、千葉県には色々な姿の海岸があります。その中
でも、主に岩で形作られた海岸が「磯」です。磯の地
形は波の力や地殻変動によって形作られており、平ら
な岩場が広がっていたり、大きな石がゴロゴロ転がっ
ていたり、切り立った崖があったり、その地形は様々
です。また、波が強く打ち付ける磯もあれば、穏やか
な磯もあり、場所によって異なる表情を見せています。
魚、ホヤ、ヒトデ、カニ、貝、ゴカイ、イソギンチャ
ク、カイメン、色とりどりの海藻等々、磯にはとても
多様な生物がくらしています。黒潮の影響をうける千
葉県南部ではサンゴやチョウチョウウオの仲間等の
暖かい海の生物が見られ、親潮の影響を受ける銚子
の磯では、マツモやチシマフジツボなど千葉県を分
布の南限とする北方系の生物がくらしています。干潟
や砂浜といった他の海岸環境と比べ、磯で見られる
生物の種類はとても多様です。陸上も含めた他の
様々な環境の中でも、生物多様性が高い環境の一つ
だといわれています。なぜ、磯では多様な生物がくら
すことができるのでしょうか。

磯の生物多様性の秘密
まず、海岸がどのような場所なのか見てみましょう。
海岸は海と陸が接する場所です。海には潮の満ち引
きがあるために、干潮時には陸上になって満潮時に
は水没する「潮間帯」とよばれる区域が形作られます。
潮間帯では、高い場所ほど干出する時間が長くなり、
低い場所ほど干出しにくくなります。海の生物にとっ
ては、干出してしまうことはとても大きな問題なので、

千葉県自然保護課では、「ビオトープ実地講座」を
行っています。これまで対象としていた学校ビオトー
プのほかに、企業の敷地内のビオトープや市民団体
による保全場所にまで範囲を拡げて、ビオトープの
整備や維持管理に携わる方々を対象とし、ビオトープ
立ち上げ後によく生じる問題点への対処法や、円滑
な管理方法についての講演のほか、実際にビオトープ
を維持管理している担当者の解説を交えてのビオトー
プ見学などを行っています。
今年度は、7月30日に市川市立市川自然博物館及
び市川市動植物園自然観察園で開催し、53名（教員
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前半は公益財団法人 日本生態系協会教育研究セン
ター長の田邊龍太氏に「ビオトープ維持管理上の問
題と解決方法」の題で御講演いただきました。全くの
初心者からビオトープにすでに関わっている方までを
視野に入れた大変分かりやすいお話で、講演後の質
疑も大変活発でした。
後半は市川自然博物館学芸員の金子謙一氏に市川
市動植物園自然観察園をご案内いただきました。当園
はこの地にもともとあった谷津の自然を生かして整備
されたもので、金子氏はその維持管理に長年携わって
こられた方です。その経験に基づいた野外での解説
は、大変分かりやすく、また現場で作業している方な
らではの説得力があり、大変興味深いものでした。

講演の様子

（萩野　康則　千葉県生物多様性センター）

生物多様性に関する
市町村職員研修会を開催
生物多様性に関する

市町村職員研修会を開催

生物多様性に関する市町村職員研修会を８月２６日
（火）に県立中央博物館にて開催し、４２名の参加が
ありました。
生物多様性の保全・再生及び持続可能な利用の推
進にあたっては、まちづくりの主体である市町村によ
る施策展開が必要不可欠です。
午前は、カミツキガメ対策と課題などについて生物
多様性センター職員から説明後、カミツキガメを捕獲
する際の注意点や他のカメとの見分け方について、
実際にカメの個体を用いて研修を行いました。
午後は、同センター職員からの生物多様性地域戦
略策定についての説明に続いて、野田市みどりと水
のまちづくり課坂田守利氏、及びいすみ市農林水産
課布留川毅氏から、コウノトリをまちづくりのシンボ
ルとした地域戦略策定に向けた取組についてお話し
いただきました。
また、希少野生生物対策や外来生物対策について
も同センター職員から説明し、アレチウリやオオキン
ケイギクの防除に積極的に取り組んでいる銚子市生
活環境課房山和弘氏及び田向貴史氏から、市民や環
境保全活動団体と協力して行っている駆除活動につ
いてご紹介いただきました。

カミツキガメの取扱講習

（峰間　絢子　千葉県環境生活部自然保護課）

撮影：村田 明久

（千葉県レッドデータブック：要保護生物C）
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